
中
商
学

オ
セ
ア
ニ
ア
向
け
海
外
直
接
投
資
(上
)

-

資
源
供
給
源
の
シ
フ
ト
問
題
-

小

島

清

(国
際
基
督
教
大
学
教
授

･
1
橋
大
学
名
誉
教
授

)

一課
題

前
橋

｢
日

本
の
海
外
直
接
投
資
-

転

換
期
に
当
っ
て
将
来
を
卜
す
る
-

｣

(世
界
経
済
評
論
'

一
九
八
四
年
'
三
･

四
･
五
月
号
)
に
お
い
て
は
'
日
本
の
海

外
直
接
投
資
の
ア
ジ
ア
向
け
と
北
米
向
け
'

ま
た
ア
メ
リ
カ
向
け
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
並

に
韓
国
向
け
の
比
較
検
討
を
行
い
'
そ
の

今
後
の
方
向
を
模
索
す
る
こ
と
に
努
め
た
｡

今
回
は
同
様
な
比
較
検
討
を
'
中
南
米
向

け
対
大
洋
州
向
け
'
さ
ら
に
そ
の
中
で
ブ

ラ
ジ
ル
向
け
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
に

つ
い
て
'
試
み
て
み
た
い
｡
か
か
.る
比
較

研
究
を
行
う
に
つ
い
て
は
､
主
に
二
つ
の

理
由
な
い
し
問
題
意
識
が
あ
る

｡

第

一
に
は
'
こ
れ
ら
.対
象
地
域
な
い
し

対
象
国
が
日
本
の
全
海
外
直
接
投
資
の
中

で
､
比
較
的
大
き
な
重
要
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
｡

一
九
八
二
年
度
末

二

九
八
三
年
三
月
末
)
の
大
蔵
省
届
出
統
計

に
よ
る
累
積
額
で
見
る
と
'
総
額
五
二
H

億
三
㌧

一
〇
〇
万
㌦
の
う
ち
､
北
米
が
二

八
･
六
六
%
で
第

一
位
を
占
め
'
ア
ジ
ア

が
二
七
二
二
九
%
で
そ
れ
に
な
ら
び

二

九
八

1
年
度
末
で
は
ア
ジ
ア
が
第
l
位
で

あ

_っ
た
)
'
次
い
で
中
南
米

一
六

･
六
六

%
'
欧
州

二

･
五
七
%
'
大
洋
州
六

･

三
四
%
と
続
き
'
残
り
が
ア
T)
リ
カ
四

･

七
二
%
と
中
近
東
四

･
六
六
%
と
な
っ
て

いる
｡同じ
統
計
で
国
別
に
見
る
と
'
①
ア
メ

リ
カ

二
二
九
億
七
〇
〇
〇
万
㌦

(
二
六

･

二
九
%
)
'
②
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
七
二
億
六

八
〇
〇
万
㌦

二

三

二
ハ
八
%
)､
③
ブ

ラ
ジ
ル
三
五
億
四
五
〇
〇
万
㌦

(六

･
六

七
%
)
'
④
オ
ー
ス
ト

ラ
リ

ア
二
八
億
八

二
〇
〇
万
㌦

(
五
･
四

二
%
)
'
⑤
イ
ギ

リ

ス
二
二
億
九
六
〇
〇
万
㌦

(
四

二
二
二

%
)
と
い
っ
■た
順
位
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
｡
第
二
は
も
つ
と
興
味
み
る
問
題
で
あ
る

が
'
中
南
米
対
大
洋
州
∴
或
は
ブ
ラ
ジ
ル

対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)
は
日
本
経
済
と

の

間
に
'
よ
く
似
た
補
完
関
係
を
も
っ
て
お

-
､
た
め
に
両
者
は
対
日
関
係
に
お
い
て

は
相
互
に
競
合
し
て
い
る
｡
事
実
こ
の
競

争
関
係
は
年
を
追
う
に
つ
れ
い
っ
そ
う
蛾

烈
な
も
の
に
な
っ
て
来
て
い
る
｡
つ
ま
-
～

日
本
の
資
源
産
品
確
備
に
つ
い
て
対
豪
全

面
依
存
か
ら
次
第
に
対
中
南
米
市
場

(さ

ら
に
ア
フ
リ
カ
な
ど
)
へ
と
'
多
様
化
が

進
ん
で
い
る
｡
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
こ
の
こ
と
に
非
常
に
神
経
を
と
が
ら
せ

て
.S
る
の
で
あ
る
｡
以
下
に
分
析
す
る
よ

う
に
'
日
本
の
対
外
直
接
投
資
に
つ
い
て

も
'
中
南
米
対
大
洋
州

(或
は
ブ
ラ
ジ
ル

対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)
の
類
似
性
=
競
合

-8~
-
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関
係
と
そ
の
深
刻
化
が
､
浮
か
び
上
っ
て

-
る
｡
そ
う
し
た
分
析
か
ら
､
日
本
は
'

ど
ち
ら
の
地
域

(或
は
国
)
と
の
t
.ま
た

い
か
な
る
産
業
に
つ
い
て
'
貿
易

･
直
接

投
資
関
係
を
よ
り
深
め
た
ら
よ
い
か
t
と

い
う
政
策
課
題
に
直
面
す
る
し
､
そ
れ
に

解
答
を
与
え
た
い
と
い
う
誘
惑
に
か
り
た

て
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ
が
本
稿
の
ね

ら
う
課
題
で
あ
る
Q

直
接
投
資
デ
ー
タ
と
本
稿
の

プ
ラ
ン

使
用
し
た
統
計
デ
ー
タ
は
二
種
窺
あ
る
｡

デ
ー
タ
A

‥
大
蔵
省
届
出
ベ
ー
ス
統
計
で
'

｢財
政
金
融
統
計
月
報
｣
堕
二
八
〇
'

1

九
八
三

･
7
0
に
最
新
の
ま
と
ま
っ
た
数

値
が
発
表
さ
れ
て
い
る
｡
デ
ー
タ
B

‥
通

商
産
業
省
産
業
政
策
局
国
際
企
業
課
編
'

『第

一
回
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査

海

外
投
資
統
計
総
覧
』
東
洋
法
規
出
版
'

一

九
八
三
が
与
え
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る

7
九
八

1
年
三
月
末
現
在
の
数
字

で
あ
る
｡
両
デ
ー
タ
の
間
に
い
く
つ
か
の

相
違
点
が
あ
り
'
注
意
し
て
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
'
前
稿

で
検
討
し
て
お
い
た
の
で
､
こ
こ
で
は
繰

返
さ
な
い
｡

本
稿
で
は
'
第

一
に
'
時
系
列
数
値
の

得
ら
れ
る
デ
ー
タ
A
に
基
い
て
'
中
南
米

対
大
洋
州
向
け
わ
が
国
対
外
直
接
投
資
の

成
長
率
と
構
造
変
化
と
を
検
出
し
'
比
較

検
討
す
る
｡
こ
れ
が
'
両
地
域
へ
の
投
資

の
競
合
性
の
深
化
を
物
語
る
｡
同
様
な
分

析
が
ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け

に
つ
い
て
行
え
る
が
'
そ
れ
は
大
局
に
お

い
て
'
中
南
米
対
大
洋
州
個
け
と
同
じ
結

果
に
な
る
の
で
'
省
い
た
O
代
-
に
通
商

白
書
に
よ
っ
て
'
日
本
の
対
ブ
ラ
ジ
ル
貿

易
と
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
の
成
長
率

と
構
造
変
動
を
検
出
し
'
直
接
投
資
の
動

向
と
対
比
さ
せ
て
み
た

(第
二
節
).

第
二
に
'
対
外
直
接
投
資
の
決
定
因
を

発
見
し
た
い
の
で
あ
る
が
'
先
ず
デ
ー
タ

A
に
よ
っ
て
'
中
南
米
対
大
洋
州
､
な
ら

び
に
ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
比

較
に
お
い
.て
'
-
指
標
つ
ま
り
産
業
別
相

対

(中
南
米
対
大
洋
州
)
進
出
度

(或
は

投
資
比
較
優
位
)
と
S
指
棲
-
進
出
企
業

の
相
対
規
模
t
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
が
'
見
出
さ
れ
た

(第
三
節
)｡

第
三

に
'
デ
ー
タ
B
を
使
う
と
'
投
資

決
定
因
と
し
て
'
右
の
S
指
標
に
加
え
る

に
､
0
指
標
=
相
対
出
資
率
t
K
指
標
=

進
出
企
業
の
相
対
資
本
集
約
度
'
p
指
棲

=
進
出
企
業
の
相
対
収
益
率
と
い
っ
た
も

の

が
算
出
で
き
'
そ
れ
ら
が
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た

(第
四

節
)0

第
四
に
'
や
は
-
デ
ー
タ
B
か
ら
'
日

本
の
進
出
企
業
が
直
接
に
生
み
出
す
売
上

高
の
現
地
'
対
日
'
対
第
三
国
向
け
販
売

と
'
そ
の
仕
入
先
の
同
様
な
区
分
が
わ
か
･

る
｡
そ
こ
か
ら
進
出
企
業
の
活
動
が
も
た

ら
す
対
日
輸
出
入
'
対
世
界
輸
出
入
へ
の

貢
献
額
も
わ
か
る
1
尋
の
中
南
米
対
大
洋

州
の
比
較
検
討
に
よ
.つ
て
'
日
本
の
両
地

域
へ
の
直
接
投
資
が
を
わ
め
て
類
似
し
た

パ
タ
ー
ン
と
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
る

(第
五
節
)0

最
後
に
'
第
六
節
で
'
以
上
の
分
析
か

ら
導
か
れ
る
両
地
域
へ
の
今
後
の
直
接
投

資
の
見
直
し
と
か
'
政
策
課
題
を
'
結
論

と
し
て
'
と
り
ま
と
め
て
み
た
い
｡
と
く

に
日

･
豪
貿
易
と
投
資
の
再
活
性
化
の
方

向
と
万
策
を
究
明
し
て
お
き
た
い
の
で
あ

る
｡

二

投
資

･
貿
易
の
構
造
変
動

-

日
本
の
直
接
投
資
の
構
造
変
動

-

中
南
米
対
大
洋
州

表
-
お
よ
び
そ
れ
を
要
約
し
た
表
2
に

示
す
よ
う
に
､
対
中
南
米
直
接
投
資

(D

F
I
)
は
'

1
九
七
〇
年

(す
べ
て
年
度

末
).の
五

･
六
七
億
㌦
か
ら
､

t
九
七
三

年
の
一
八

･
一
億
㌦

へ
(辛
-
期
)
三

･

一
九
倍
に
も
急
増
'
さ
ら
に

･一九
八
二
年

の
八
八
･
五
二
億
㌦
に

(第
Ⅰ
期
)
四

･

八
九
倍
化
す
る
と
い
う
成
長
を
続
け
て
い

る
｡
年
複
利
成
長
率
に
直
す
と
'
第
-
期

三
三

･
六
%
'
第
Ⅰ
期

一
七

･
二
%

に
達

し
て
い
る
｡

こ
れ
に
く
ら
べ
対
大
洋
州
D
F
r
は
'

一
九
七
〇
年
に
は
二
･
八

一
億
㌦
で
対
中

南
米
の
半
分

(
四
九

･
六
%
)
で
あ
っ
た

も
の
が
'二

九
七
三
年
に
は
六

･
四

一
億

㌦
へ
二
･
二
八
倍
化

(年
成
長
率
二
二
･

九
%
)
'
さ
ら

に
'

一
九
八
二
年
に
は
三

三

･
七
億
㌦
へ
と
五
二
二
ハ
倍
化

(年
成

長
率

一
七
･
八
%
)
し
た
｡
む
し
ろ
対
中

南
米
投
資
に
く
ら
べ
そ
の
三
八

･
〇
%
の

水
準
に
ウ
エ
ー
ト
を
低
め
た
こ
と
に
な
る
｡

つ
ま
-

一
九
六
〇
年
代
か
ら
日
本
の
第

一
次
投
登
フ
-
ム
期
た
る

1
九
七
三
年
に

か
け
.て
は
ヾ
中
南
米
向
け
は
'
繊
維
'
化

学
'
鉄
非
鉄
'
輸
送
機
な
ど
製
造
業
投
資

(合
計
で
五
八
･
三
%
)
が
先
ず
進
出
レ

た
｡
こ
れ
に
対
し
大
洋
州
向
け
製
造
業
投

資
は
'

一
九
七
三
年
で
'
二
四

･
二
%
に

す
ぎ
な
い
｡
大
洋
州
向
け
は
'
圧
倒
的
に

鉱
業
で
あ
り
､
そ
れ
は

一
九
七
〇
年
に
七

〇

･
八
%
に
達
し
て
い
た
.
こ
の
ウ
エ
･L

ト
は
､
大
洋
州
向
け
製
造
業
や
商
業
投
資

の
漸
増
に
よ
-
､
二

九
七
三
年
に
五
六
･

- 9-



表 I 日本 の対 中南米 ･対 大 洋 州 直接 投 資 客頁の構 造変 イヒ (各年皮米系帆軒可的出JIzE書棚 成比.%)

対 中 南 米 投 資 対 大 洋 州 投

資構 成 比 (%) fhI造変化讐 構 成 比 (%) 梯I3左
変化響1970 197ー3 1982 1970-73 1973-82 1970 1973 1982 1970-73 19

73-821.食 料 1.59 2.15 1.74 0.56 -0.41 2.85 3.90 】.69 1
.05 -2.212.放 維 10.Os lo.17 4.20 0.12 .-5.97 0.36 0.47 0

.18 0,日 -0.29駁 3.木材パル プ Oho.99 2.14 0.99 1.15 1.78 8.4
3 3.62 6.65 -4.814.化 学 I.41 18.95 5.89 17.54. -13.06 0.7

1 2.18 2.94 1.47 0.76造 5.鉄 .̀ 非 鉄 ll.64 8.78 11,72 -2.86 2.94 ll.

03 6.86 10.03 -4.17 3.17業 等:鷲 諾 7.41 5.14 3.34 -2.27 -1.80 0 0.16 0.89 0.】6 0.733.35 3.76 3.09 0'.41 -0.6
7 I.07 0.78 0.63 -0.29 -0.l58.輸 送 機 12.17. 6.91 5.51 -5.2

6 -1.40 0_35 1.40 7.18 1.05 5.789.その他帥工菜 0.8

8 1;44 1.17 0.56 -0.27 0 02.08 0 2.08ノト 言† (48.50) (58.29)I(38.80) (9.79) ト 19,49)(

]8.15) (24.18) (29.24) ( 6.03)(,5.06)10.度 . 林 業 I.41 1.3

8 1.84 -0.03 0.46 1.78 4.06 2.49 2.28 -1.57非 壬…:霊 '水産 兼業 1,41 0.83 0.94 -0.58 0.ll I.42 1.56 1_36 0.】4 -0.2016.58 10.44 15.86 -6.14 5.42 70.82 56.32 37.81 -14.50 -18.51

製 王…:雷 設 業莱 4.76 2.32 1.60 -2.44 -0.72 - - 0.36 0.3

63.00 6.58 7.35 3.58 0.77 4.27 5.31 11.16 1.04 5.85造 1165:書 聖 占讐 笠業 …冨:票 品 芸119.その他非工黄 ノ

12.52 11.55 5.3l T0.97 -6.24 3.20 2.81 2.52
-0.39 -0.290.18 0.44 2.68 0.26 2.24 01.40 2.6T l.40 1

.2710.76 7.68 24.96 -3.08 17.28 0.36 3.74 11.88 p3.38 8.14小 計 (50.62) (41.22) (60.54) (-9.40) (19.32)(81.85) (75.20) (70.25) (-6.

65) (-4.95)28.支 店 0.18 0.11 0,40 -0.07 0.29 0 0.46 0
.30 0.46 -0.1621.不 動 産 0.70 0.38 0.26 -0.32 -0.12 0.16 0.21 0.16 0.

05合 計 100.00 ユ80.00 100,00 48.04 61.
32 100.00 100.00 100.00 38.70 56.38(百万ドル) '567 1.810 8,85

2 281 641 3,370軽工業 1+2+9 12.52 13.76 7.11 1.24 -6.65 3.21 4.37 3.9
5 1.16 -0.42中間財 3十4+5 13.05 28.72 19.75. 15.67 -8.97 13.52

17.47 16.59 3.95 -0.88~機 械 6+7+8 22.93 15.81 11.94 -7..12 -3.87 1.42 2.34 8.

70 0.92 6.36(資料)大蔵省統計｡財政金融統計

月報,1983.12. 表 2 中 南米 ･大

洋 州 - の 日本 直接投 資 の比較 :要約 対中南米 対大

洋州(1)投資件数 1970 585 1

61(件) 1973 1,131 429

1982 3,429 1,478(2
)投資金額 1970 567 281(10

0万 ドル巨 1973 1,810 6411982

8,852 3,370(3)投資規模 1970

969.2 1,745.3(1件当り1･000ドル) 1973

1,600.4 1,494.2198

2 2,583.0 2,280.1(4)構造変化係数 197

0-73 48.04 38.70(p･p･) 197

3-82 61.32 56.38(1̀)投資件数増加倍率 1970

-73 1.93 2.661973-

82 3.03 3.45(2')投軸 旋増加倍率 1970-
73 3.19 2.28(年抜利成騨 )

(33.6%) (22.9%)1973-82
4.89 5.26(年校利成長率)(17

.
2%)(17
.
8%)

(3′)投'ff規模増加倍率1970
,
-73 1

.
650
.
86

1973-821.
611

.
53

三
%
'

一
九
八
二
年
に
三
七
･
八
%
へ
と
'

低
ま
っ
て
い
る
が
'
依

然
と
し
て
圧
倒
的

に
高
い
｡

こ
れ
と
対
照
的
に
中
南
米
向
け
は
資
坂

関
連
投
資
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
ま
り
'
対
大

洋
州
投
資
の
バ
タ
ー
ン
に
類
似
し
'
競
合

性
を
強
め
て
い
る
｡
つ
ま
り
日
本
の
資
源

調
達
投
資
の
大
洋
州
か
ら
中
南
米
へ
の
シ

フ
ト
が
明
ら
か
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

T
九
七
三
～
八
二
年
の
比
較
に
限
る
と
'

鉱
業
だ
け
で
見
る
と
'
対
大
洋
州
は
マ
イ

ナ
三

八
･
五
叩

(
パ
ー
セ
ン
テ
ィ
ジ
ポ

ィ
ン
ト
)
な
の
に
対
中
南
米
は
五

･
四
叩

増
で
あ

る
.
鉱
業
+
幾
林
業
+
漁
水
産
業

で
見
る
と
'
前
者
は
二
〇

二
二
叩
減
､
後

者
は
六
･
〇
帥
増
と
な
る
の
で
あ
る
｡

も
う

1
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
'

製
造
業
内
部
の
投
資
構
造
変
動
で
あ
る
｡

木
材

･
パ
ル
プ
+
化
学
+
鉄
非
鉄
と
い
う

｢
中
間
財
｣
の
ウ
エ
ー
ト
は
'

一
九
八
二

年
で
見
て
'
対
中
南
米

一
九

･
八
%
'
対

大
洋
州

一

六･六%でか



- 中南米･オセアニア向け海外直接投資-

け
で
は
そ
れ
ら
が
漸
く
シ
ェ
ア
を
増
し
て

向
け
に
も
い
く
ら
か
多
様
化
し
て
き
た
｡

移
-
'
対
大
洋
州
投
資
パ
タ
ー
ン
と
の
類

数
｣
は
'
中
南
米
向
け
は
'
第

-
期
t
.四

い
る
こ
と
で
あ
る
｡

こ
れ
と
対
照
的
に
対
中
南
米
D
F
I
は
'

似
性
を
強
め
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
｡

八
･
〇
｡d.'
第
Ⅰ
期
'
六

一
二
品

と
と

要
す
る
に
'
対
大
洋
州
D
F
I
は
'
鉱

軽

工
業
と
機
械
類
中
心
か
ら
'
資
源
開
発

こ
の
結
果
'
産
業
別
シ
ェ
ア
変
化
の
絶

も
に

高
-か
つ
変
化
が
加
速
化
し
て
い
る
｡

業

1
辺
例
か
ら
さ
い
き
ん
漸
く
製
造
工
業

と
中
間
財
生
産
へ
の
投
資
に
ウ
エ
ー
ト
が

対
値
を
,合
計
し
た
'

｢
投
資
構
造
変
化
係

大
洋
州
向
け
は
そ
れ
ぞ
れ
三
八
･
七
叩
と

表 3 日本 の輸 入構 造 の変イヒ

対 7' ラ ジ ル 対 オ ー ス ト ラ リ
ア構 成 比 (%) 構造変化係数 構 成 比 (%) 構造変
化係数19651975 19821965-751975-821965 1g75 19821965-7519

75-821.食 料 品 17,0 38.2 17.0 21.2 -21.2 16.2 21.4 16.
7 5.2 -4.7(庶'科 晶 ) (7D.8日50.4)(62.0)(-20.4)(ll.6)(62.8)(44.8)(38.5)
ト18.0)ト6.3)2.繊 維 庶 科 28.7 3.4 1.7 -25.3 -1.7 5】.7 1D

.2 8.8 -41.5 二1.43.金 属 原 料 37.6 44.9 54.7 7.3 9.8 8.
7 31.4 27.4 22.7 -4.04.そC)他の原和晶 4.5 2.1 5.6 -2.4 3

.5 2.4 3.2 2.3 0.8 -0.9(鉱物性放科) ド)(0.0)(0.0)(0.0)(0.0)(16.
7)(26.51(36.1)(9.8日 9.615.石 炭 一一

- 0.0 - M 16.1 21.9 31.1 5.8 9.26.石 油 製 品 - 0.
8 0.0 0.0 0.0 0.6 0.6 0.1 0.▲0 -0.57.そ の

他 の燃 料 - - 0.0 - 0.0 0.0 4.0 4.9 4.0 0.9(軽 工 業 品) (1.6日.2.8)(2.5ト(1
.2)ト0.3)(1.0)(2.4)(3.4)(1.4)(1.0)8.

放 姓 製p晶 - 0.9 1.2 0.9 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 .0.09.その他の加
工製品 1.6. 1.9 1.3 0.3 -0.6 1.0 2.4 3.4 11.4 1.0(中 間 財) (10.6日 2.5)(13.0)ト‖)(10.5) 3.0)(4.6) 【4.8)(1.6)(0.

2)10.化 学 品 1.l l.9 5.5 0.8 3.6 1.5 1.7. 1.2 0.2 -
0.5.ll.秩 鍋 9.5 0.7 7.1 -8.8 6.4 0.3 0.5 0.4 0

.2 -0;i.12.非 鉄 金 属 - 0,0 0.4 0.0 0.4 1.2 2.4 3.2 1.2 0.SI..L
(機 械 難) ト)(5.5日 5.0日 5.5)Lト0.5】(0.1)(0.2

)(0.3)( 0.1日 0.1)''13.一 般 機 械 - 5.4 4.8
5.4 -0.6 0.1 0.1 0.3 0.0 0.214.蛋 .気 機 械 - 0

.1 0.1 0.1 M - 0.0 0.0 0.0 0.015.輸 送 機 械 - 0.
0■0.1 0.0 0.1 - 0.1 0.0 0.1 -0.116.精 密 機 械 - 0.0 0.
0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.8 0.0 0.017.再 輸'入-特級 品 - 0.5lo.5 0.5 0.

0 0.2 0:1 0.2 -0.1 0.1総 輸 入 100.0100.0 100.0 73.0 48.2100.0 100.0 100.Q 83.2
24.4(百万 ドル) 49.6 883.21,602.7 552.14,156.16

.%1.2(出所)通商白書｡表 4 日本 の輸 出構 造 の変 イヒ対 7 1ラ ジ ル 対 オ ー ス ト ラ リ ア

構 成 比 (%) 構造変化係数 構 成 比 (%)■ 構造変化係数1965 1975 19

821965-751975-821965 1975 1982 1965-751975p-821

.食 料 品 0.0 0.1 0.6 0.ユ 0.5 3.0 1.1 0,6 -1.9 -6.52.度 燃 料 1.2 0.7 0.9 -0.5 1.0
.2ー.2.5 0.8 0.3 -1.7 -0,5,(軽 工■菓 品) (!.4日 5.9日 5.8日 0.4日-0.ip)(36.5)(19.1)(13.8)(-17.4)

(-5.3)3.繊 維 原 料 - 0.6 0.2 0.6:I--0.4 0.6 0.7 0.3 0.
1 -0.44.繊~膿 糸 布 - 1.0 0.1 4..0.J-0.9 19.5J7.7 4.l ワl
l.8 -も6-5.繊 維 2次製 品 0.1 0.1 0.0 0.0 -0.1 3.9 1.S OL

.1 L2.6 -0.66.非鉄金属鉱物製品 0.9 1.l l.1 0.2 0.0 3.7 2.4 1.5 -1.3I-0.97.その他の軽工業品 4.4 3.1 4.4 -1.3 1,3 8.B 7.D 7.2 -1.8 0,2
(中 間 財) (52.1日45.1)(12.5)(-7.0日一32,.6(27.5)(

l5.4)(16.5)(-12.1日 1.1l8.化 学 品 8.2 5.2 .5.6 -
3.0 0.4 6.8 5.8 4.3 -1.0 -1.59.鉄 鋼 37,4 37.2 4

.O L-0.■2 -33.2 16.9 7.1 8.3 -9.8 1.210.非 鉄 金 属 3.6 0.4 0.2 -3.2 -0.2
0.4 0.3 0.4 -0.1 0.1.ll.金 属 製 品 2.9 2.3 2.7 -0.6 0.
4 3.4 2.2 3.5 -1.2 1.3(機 械 難) (41.3)(4川 (79.6)(6.7日 31.
6)(29.9)(63.0)(68.4)(33.1) ( 5.4)12.内 燃 機 関 2.6 1,2

1..0 -1.4 -0.2 0.3 1.l l.3 0.8 0.213.その他の一眼綴械.16
.3 25.3 22.7 9.0 -2.6 6.8 8.9 14.8 2.1 5.914.電 気 .機 械 ll.4 15.0 31.7 -3.6 16.7 7.0 20,4 18.1 13.

4 -2.315.輸 送 機 械 6.4 2.9 20.6 -3.5 17.7 13.3 30.2 31.2 16
.9 1.016.精 密 機 械 4.6 3.6 3.6 Tl.O M 2.5 2.4 3.D -0.
1 0.617二再 輸 出特級 品



五
六

･
四
S
:で
'
対
中
南
米
よ
り
や
や
低

い
が
'
第
-
期
の
加
速
化
は
著
し
い
｡
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
投
資
構
造
変
化
係
数
の

大
小
､
な
ら
び
に
加
速
化
の
程
度
が
'
既

述
の
投
資
額
増
加
倍
率
の
遥
い
と
比
例
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
ほ
し
い
C
す
な

わ
ち
'
よ
-
諾
い
投
資
増
加
で
あ
ろ
ほ
ど
t

よ
り
大
き
な
構
造
変
動
を
伴
う

(逆
も
ま

た
其
)
の
で
あ
る
｡

対
日
貿
易
の
構
造
変
動

大
蔵
省
届
出
統
計
に
よ
る
と
､

7
九
八

二
年
の
対
ブ
ラ
ジ
ル
D
F
I
は
三
五

･
四

五
億
㌦
で
対
中
南
米

D
F
I
の
四
〇

･
〇

%
を
占
め
る
｡
同
じ
く
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
D
F
I
は
二
八
･
八
二
億
㌦
で
対
大
洋

州
D
F
I
の
実
に
八
五

･
五
%
を
占
め
る
｡

上
述
の
中
南
米
対
大
洋
州
と
い
う
比
較
を

ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
㌢
ア
と
い
う
形

で
や
れ
る
と
興
味
深
い
の
で
あ
る
が
'
そ

の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
入
手
で
き
な
い
｡
し

か
し
そ
れ
を
試
み
て
も
'
ブ
ラ
ジ
ル
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
代

表
的
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
の
で
､
上
述
と
ほ

ぼ
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
と
期
待
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
｡

他
方
'
対
日
貿
易
構
造
の
変
化
を
検
出

す
る
に
は
'
日
本
対
ブ
ラ
ジ
ル
､
日
本
対

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
よ
う
に
検
出
す

表 5 対 日貿易の変イヒ:要 約

対プラジル 対オーストラ1)7

日本の輸出額 1965 26.6 313.3

(100万 ドル) 1975 927.1 1,738.9

1982 1,042.8 4,580.6

(2)日本の輸入絹 1965 49.6 552.1

(100万ドル) 1975 883.2 4,156.1

1982 1,602.7 6,961.2

(3二旧本の‡1'易納 1965 76.2 865.4

(細山+輸入) 1975 1,810.3 5,895.0

(100万ドル) 1982 2,645.5 11,541.8

(4)日本の輸出/輸入比率 1965 0.536 0.567
(倍) 1975 1.050 0.418

1982 0.651 0.658

(5)輸出構造変化係数 Ⅰ.1965-75 29,4 66.6

(p.p.) ⅠⅠ.1975～82 75.2 21.0

(6)輸入構造変化係数 Ⅰ.1965-75 73.0 83.2
(p.p.) lT.1975-82 48.2 24.4

(7)‡T易構造変化係数 Ⅰ.1965-75 102.4 149.8
(5廿(6) (p.p.) IL1975-82 123.4 45.4

(r)日本の論出額増加倍率 Ⅰ.1975-75 34.853 5.550
(年接利成長率)(120.2%) (16.9%)
IL1975-82 1.125 2.634
(年酬 改良判 ( 1.5%) (12.9%)

(2')日本の輸入額相加培辛'1.1965-75 17.806 7.528
(年馴 成長率) (53.8%) (20.1%)

11.1975-82 1.815 1.675
挿酬 成長率)( 7.7%) (6.7%)

(3'川本の貿易碩増加倍率 Ⅰ.1965-75 23.757 6.812
拝酬 成長率)(81.9%) (19.3%)
IL1975-82 1.461 1.958
(年複利成長率)( 4.9%) (8.8%)

〔参考)
A)貿易成長率/投資成長率-EL.T
I.1965-75(国)/1970-73(地域) 2.44 0.84
ⅠL 1975-82(国)/1973-82(地域) 0.28 0.49
B)貿易構造変化係数/投清純追変化係数--VI.T
I.1965-75(国)/1970-73(地域) 2.13 3.87
王Ⅰ.1975-82(国)/ユ973-82(地域) 2.01 0.81
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る
ほ
う
が
や
り
易
い
｡
こ
れ
を
試
み
た
の

が
表
3
'
4
と
そ
れ
ら
を
要
約
し
た
表
5

で
あ
る
｡

‖
先
ず
表
3
に
よ
っ
て
日
本
の
対
ブ
ラ

ジ

ル'
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
輸
入

(か
れ

ら
の
輸
出
)
の
構
造
変
化
係
数
を
見
る
に
'

一
九
六
五
～
七
五
年
で
は
対
ブ
ラ
ジ
ル
は

七
三

･
〇
叩
'
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
八

三
･
二

叩
と
と
も
に
非
常
に
高
か
っ
た
O

そ
れ
が

一
九
七
五
～
八
二
年
の
第
Ⅰ
期
に

入
る
と
'
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
日
本
の
成

長
率
半
減
の
彫
饗
も
あ
っ
て
'
構
造
変
化

係
数
は
四
八
･
二
印
と
二
四
･
四
叩
へ
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
.
そ
の
間

の
日
本
の
輸
入
成
長
率
は
'
表
5
即
に
示

す
よ
う
に
'
対
ブ
ラ
ジ
ル
は
第
-
期
の
五

二
1
･
八
%
か
ら
'
第
-
瓢
の
七

･七
%
へ

急
低
下
し
て
い
る
｡

同
様
に
対
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
二
〇

二

%
か
ら
六

･
七
髄
へ

三
分
の
一
に
低
落
し
て
い
る
｡
日
本
の
輸

入
の
構
造
変
化
が
大
き
い

(小
さ
い
)
程
'

そ
の
成
長
率
が
高
い

(低
い
)
と
い
う
関

係
が
見
出
さ
れ
る
｡

糾
右
の
こ
と
の
原
因
は
'
第
-
期
で
は

日

本の
直
接
投
資
が
資
源
開
発
に
付
け
ら

れ
､
日
本
と
の
補
完
関
係
を
強
,*
'
'日
本

IA･Y

が
資
源
産
品
を
大
量
に
輸
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
つ
ま
り
日
本
の
対

ブ
ラ
ジ
ル
'
対
オ
ー
ス
ト
ラ
メ
リ
ア
直
接

投
資
は
順
貿
易
志
向
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あ
っ
た
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で
あ

る
｡
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が
そ
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が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に

は
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ず
し
も
そ
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で
な
く
な
っ
た
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あ
る
｡
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っ
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ラ
ジ
ル
輸
入
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%
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七
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一
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八
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七
%
と
増
加
し
続
け
て
い
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こ
の
金
属
原
料
で
の
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア



- 中南米･オセア ニア 向け海外直接投資-

輸
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五
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一
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あ
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究
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ミ
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よ
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製
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地
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き
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で
)
と
'
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鉱
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輸
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さ
れ

た
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で
進
め
ら
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多
い
｡
こ
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化
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さ
れ
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〇
%
か
ら
'

一
九
七
五
年
に
三

八
二
1%
に
い
っ
た
ん
急
上
昇
し
た
も
の

が
'

一
九
八
二
年
に

一
七
･
〇
%
の
元
の

水
準
に
も
ど
っ
て
い
る
｡
対
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア

輸入
に
つ
い
て
も
同
様
な
変
化
で
'

一
六
二
一%
1
二
一
･
四
%
1

〓
ハ
･
七

%
と
フ
ラ
ク
チ
ュ
エ
イ
ト
し
て
い
る
｡

初
期
の

一
九
六
五
年
に
ウ
エ
ー
ト
の
高

か
っ
た
日
本
の
紙
維
原
料
輸
入
は
'
日
本

の
産
業
構
造
の
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業

へ
の
急
速
な
変
化
を
反
映
し
て
'
対
ブ
ラ

ジ
ル
で
は

1
九
六
五
年
の
二
八
･
七
%
か

ら

1
九
八
二
年
の

f
･
七
%
へ
'
対
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

(主
に
羊
毛
)
で
は
五
一
･

七
%
か
ら
八
･
八
%
へ
'
そ
れ
ぞ
れ
急
減

レ
て
い
る
｡

ブ
ラ
ブ
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
工
業

化
進
展
を
反
映
し
て
'
そ
れ
ら
か
ら
の
日

本
の
軽
工
業
品
と
機
械
類
の
輸
入
の
ウ
エ

ー
ト
は
若
干
上
昇
し
っ
つ
あ
る
が
'
い
ま

だ
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
-

対
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
'

一
九
八
二
年

で
'
軽
工
業
品
二
･
五
%
'
機
械
類
五
･

〇
%
で
あ
-
'
対
オ
ー
ス
ト
ラ
J
ァ
で
は

も
つ
と
低
く
'
そ
れ
ぞ
れ

三
･
四
%
と

〇

･
三
%
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
製
造
業
へ
日

本
の
直
接
投
資
が
か
な
-
増
大
し
た
の
で

あ
る
が
'
そ
れ
は
現
地
市
場
志
向
的
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
｡

全
体
と
し
て
日
本
の
輸
入
構
造
お
よ
び

そ
の
変
動
は
､
対
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
で
き
わ
め
て
粁
似
し
て
お
り
'

と
も
に
金
属
原
料
と
石
炭
な
い
し
中
間
財

(主
に
鉄
鋼
)
の
輸
入
の
ウ
エ
ー
ト
が
高

く
t
か
つ
増
加
し
つ
つ
あ
る
｡
こ
れ
は
日

本
の
重
化
学
工
業
用
原
材
料
の
開
発
調
達

と
い
う
貿
易
志
向
的
直
接
投
資
の
期
待
通

-
の
効
果
で
あ
る
と
見
て
よ
い
｡

糾
次
に
表
4
に
よ
っ
て
日
本
の
輸
出
構

造

とそ
の
変
化
と
を
検
討
し
て
み
よ
う
O

対
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
で
､

全
体
の
傾
向
は
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
｡

S
日
本
の
食
料
品
と
原
燃
料
の
両
国
へ

の
輸
出
は
'
比
較
優
位
構
造
か
ら
言
っ
て

当
然
の
こ
と
な
が
ら
無
祝
し
う
る
程
僅
小

で
あ
る
｡

帥
軽
工
業
品
輸
出
の
シ
ェ
ア
は
'
対
ブ

ラ
ジ
ル
は
五
～
六
%
の
低
水
準
に
停
滞
し

て
い
る
｡
こ
れ
は
繊
維
七
ど
早
-
か
ら
現

地
生
産
に
置
き
か
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
｡

対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
t

f
九
六
五
年

に
三
六
･
五
%
を
占
め
た
も
の
が

一
九
七

五
年
に
は

一
九

･
一
%
に
大
幅
に
減
少
し
'

一
九
八
二
年
に
は
'
さ
ら
に
一
三
･
八
%

に
減
っ
て
い
る
｡
輸
出
代
替
的
現
地
生
産

化
が
t
と
-
に
第
-
期
の
7
九
六
五
～
七

五
年
に
相
当
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
｡

M
日
本
の
中
間
財
輸
出
は
大
幅
に
シ
ェ

ア
を
低
め
て
い
る
｡
対
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

一

九
六
五
年
に
五
二
･
1
%
と
高
か
っ
た
も

の
が
'

1
九
七
五
年
に
四
五
･
一
%
ま
で

下
-
'

7
九
八
二
年
に
1
二
･
五
%
に
ま

で
著
減
し
て
い
る
｡
そ
の
中
核
は
鉄
鋼
輸

出
で
あ
る
｡
ミ
ナ
ス
製
鉄
所
な
ど
の
現
地

生
産
が
成
功
し
第
Ⅰ
期

(
一
九
七
五
～
八

二
年
)
に
至
っ
て
対
日
輸
入
著
減
'
さ
ら

に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
対
日
輸
出
化
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
比
べ
対
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
輸
出
で
は

､
や
は
り
鉄
鋼

の
変
化
が
中
心
で
あ
る
が
'
中
間
財
合
計

と
し
て
'

一
九
六
五
年
の
二
七

･
五
%
か

ら

一
九
七
五
年
の

一
五
･
四
%
へ
の
著
減

が
'
こ
の
第
-
期
に
生
じ
て
い
る
｡
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
こ
の
期
間
に
中
間
財
生
産

の
輸
入
代
替
化
に
か
な
-
成
功
し
た
の
で

あ
る
｡
た
だ
し
既
述
の
よ
う
に
中
間
財
の

対
日
輸
出
は
低
シ
ェ
ア
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
｡jl:以
上
の
軽
工
業
品
と
中
間
財
で
は
'

ブ
ラ
ジ
ル
で
も
オ
ー
rt
,i
ラ
リ
ア
で
も
'

対
日
輸
入
代
替
的
工
業
化
が
進
展
し
､
輸

入
シ
ェ
ア
を
低
め
た
わ
け
で
あ
る
が
'
機

械
鞍
で
は
逆
に
対
日
輸
入
シ
ェ
ア
の
急
増

が
起
っ
て
い
る
｡
対
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
'

一
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九
六
五
年
の
四

一
･
三
%
か
ら
'

一
九
七

五
年
に
四
八
･
〇
%
に
'
さ
ら
に

i
九
八

二
年
の
七
九

･
六
%
へ
増
加
し
て
い
る
が
'

第
Ⅰ
期
の
急
増
が
目
立
つ
｡
こ
れ
に
比
べ

対

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
'
二
九

･
九
%

l
六
三

･
〇
%
J
六
八
･
四
%
と
い
う
増

加
値
向
で
あ
-
'
第
-
期
に
お
け
る
増
加

が
著
し
い
｡
両
国
の
機
械
類
対
日
輸
入
増

加
の
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
含
ま

れ
て
い
よ
う
｡
日
本
の
直
接
投
資
に
基
づ

く
資
本
設
備

･
機
械
の
輸
入
増
加
'
所
得

水
準
上
昇
に
伴
う
消
費
用
完
成
機
械
機
器

の
輸
入
増
加
'
現
地
生
産
の
た
め
の
部
品

･
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
輸
入
増
加
な
ど
､

こ
れ
で
あ
る
｡

対
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア
輸
出
が
第

-
期
で
'

輸
送
機
械

(
一
三
･
三
%
か
ら
三

〇
･
二

%
へ
)
と
電
気
機
械

(
七

･
〇
%
か
ら
二

〇
･
四
%
へ
)
が
急
増
し
た
も
の
が
'
第

Ⅱ
期
に
入
る
と
前
者
は
三
〇

･
二
%
か
ら

三
一
･
二
%
へ
微
増
'
後
者
は
二
〇

･
四

%
か
ら

1
八
･
1
%
へ
減
少
に
転
じ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡
こ
れ
ら
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
第
Ⅰ
期
に
入
っ
て
の
保
護

政
策
の
強
化
か
ら
止
む
を
え
ず

〝ダ
ン
ピ

ン
グ
的
直
接
投
資
進
出
〟

(
日
本
で
生
産

す
る
よ
り
も
現
地
生
産
が

割

高
に
な
り
､

反
比
較
生
産
費
'
反
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

陥
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
敢
え
て
行
う
海

外
直
接
投
資
の
こ
と
)
を
行
っ
た
結
果
で

あ
ろ
う
｡
究
明
し
た
い
一
つ
の
問
題
で
あ

る
｡
こ
れ
に
比
べ
'
対
ブ
ラ
ジ
ル
輸
出
で

は
'
輸
送
機
械
と
電
気
機
械
の
シ
ェ
ア
は

著
増
し
続
け
て
い
る
｡
こ
れ
は
ア
セ
ン
ブ

リ
程
度
の
現
地
生
産
が
起
こ
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
か
ら
'
完
成
製
品
と
部
品

･

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
双
方
の
日
本
か
ら
の

輸
出
が
増
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡

3
:と
こ
ろ
で
集
計
値
と
し
て
の
日
本
の

輸

出構
造
変
化
係
数
を
見
る
と
'
対
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
'
第
1
期
六
六

二
ハ
S
:'

第
Ⅰ
期
二
l
･
〇
卯
で
あ
り
'
輸
出
成
長

率

〔表
5
の
耶
U

1
六

･
九
%
と

二
一
･

九
%
と
対
応
す
る
｡
そ
れ
は
ま
た
日
本
の

対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
輸
入
構
造
変
化
係
数

八
三

二
品

と
二
四
･
四
卯
の
大
小
と
も

対
応
し
て
い
る
｡

と
こ
ろ
が
対
ブ
ラ
ジ
ル
輸
出
構
造
変
化

係
数
は
'
第
-
期
二
九

･
四
叩
'
第
Ⅰ
期

七
五

･
1品

で
'
前
者
の
方
が
著
し

く
小

さ
い
と
い
う
'
逆
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
｡

こ
れ
は
'
日
本
の
対
ブ
ラ
ジ
ル
輸
出
成
長

率
が

〓
7〇

二
l%
と

1
･
五
%
で
あ
っ

た
の
と
も
反
比
例
す
る
L
t
日
本
の
対
ブ

ラ
ジ
ル
輸
入
構
造
変
化
係
数
が
七
三
･
〇

卯
と
四
八
二
一
卯
で
あ
っ
た
の
と
も
相
反

す
る
｡
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
究
明
を
要
す

る
問
題
で
あ
る
｡

テ
ン
タ
テ
ィ
ヴ
な
解
答
は
こ
う
で
あ
る
｡

三
第
Ⅰ
期

(
1
九
六
五
～
七
五
年
)
に
は
'

日
奉

の
対
ブ
ラ
ジ
ル
直
接
投
資
が
行
わ
れ
'

そ
の
貢
献
も
あ
っ
て
'
ブ
ラ
ジ
ル
の
急
速

な
資
源
開
発
と
工
業
化
が
促
進
さ
れ
た
｡

こ
う
い
う
経
済
発
展
期
に
は
'
先
ず
対
日

輸
入
構
造
の
大
幅
変
化
と
輸
入
額
の
急
増

が
起
る
｡
し
か
し
ま
だ
輸
出
構
造
変
化
と

そ
の
成
長
ま
で
に
は
至
ら
な
い
｡
こ
の
た

め
'
繰
返
し
に
な
る
が
'
対
日
輸
入
構
造

変
化
係
数
は
七
三

･
〇

叩で
'
輸
出
構
造

変
化
係
数
二
九

･
四

卯より
も
高
か
っ
た

の
で
あ
る
｡
そ
の
結
果
'
ブ
ラ
ジ
ル
の
対

日
輸
入
/
輸
出
比
率

〔
表
5
の
糾
〕
は
.1

九
六
五
年
に
〇

･
五
三
六
と
出

超で
あ
っ

た
も
の
が
'
一
九
七
五
年
に
は

一
･
〇
五

と
若
干
の
入
超
に
転
じ
た
の
で
あ
る
｡

帥
第
-
期

(
1
九
七
五
～
八
二
年
)
に

お
い
て
も
'
日
本
の
対
ブ
ラ
ジ
ル
投
資
は

増
加
し
っ
づ
け
'
輸
入
構
造
変
化
係
数
は

四
八
･
1品

と

(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二

四

･
四
卯
に
く
ら
べ
)
高
い
水
準
を
保
っ

て
い
る
が
'
ブ
ラ
ジ
ル
の
産
業
構
造
変
化

が
成
果
を
む
す
ん
で
'
対
日
輸
出
構
造
変

化
係
数
は
七
五

･
二
卯
に
も
達
し
た
｡
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
対
日
輸
出
成
長
率

は
'
第
-
期
の
年
五
三
･
八
%
か
ら
第
Ⅰ

期
に
は

七
･
七
%
へ
著
減
し
た
｡
こ
れ

は

明
ら
か
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
日
本
経

済
の
成
長
率
の
半
減
と
'
重
化
学
工
業
か

ら
技
術
集
約
産
業
へ
の
構
造
変
動
と
に
起

因
し
て
い
よ
う
｡
つ
ま
り
'
ブ
ラ
ジ
ル
の

せ
っ
か
-
の
資
源
開
鶏
が
'
そ
の
輸
出
増

大
と
い
う
形
の
成
果
を
生
み
そ
こ
ね
た
わ

け
で
あ
る
｡
こ
の
対
日
資
源
産
品
掘
出
の

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
と
い
う
困
難
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
と
っ
て
も
同
様
な
不
測
の
困
難

を
も
た
ら
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
｡
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
経
済
不
況
は
ブ
ラ

ジ
ル
経
済
の
成
長
を
'
日
本
経
済
よ
-
ち

い
っ
そ
う
ひ
ど
-
阻
害
す
る
こ
と
に
な
-
'

そ
の
対
日
輸
入
は
実
に
年

一
･
五
%
の
低

水
準
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
♪
こ
の
結
果
'

ブ
ラ
ジ
ル
の
対
日
輸
入
/
輸
出
比
率
は
'

7
九
八
二
年
に
は
'
〇

･
六
五

1
と
い
う

出
超
化
に
も
ど
っ
た
｡
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
と
っ
て
の
同
じ
比
率
が
〇

･
六
五
八
で
'

ブ
ラ
ジ
ル
と
ほ
ぼ
同

一
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
｡
い
ず
れ
も
縮
小
的
出

超
化
で
あ
っ
て
'
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
悪

影
響
の
は
げ
し
さ
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ

る
｡直

接
投
資
と
貿
易
の
相
互
関
係

以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
'
直
接
投
資

(D
F
I
)
と
二
国
間
貿
易
の
相
互
関
係

に
つ
い
て
､
以
下
の
よ
う
な
総
括
的
係
数
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- 中南米･オセアニア向け海外直接投資-

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
'
-

表
5
の

〔
参
考
〕
欄
｡
た
だ
し
貿
易
は
日
本
対
プ

ラ
ジ
一ル
'
日
本
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い

う
二
国
間
関
係
で
あ
る
の
に
'
直
接
投
資

先
は
中
南
米
と
大
洋
州
と
い
う
地
域
別
で

あ
ろ
の
で
､
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
期
間

も
異
な
る
の
で
'
求
め
ら
れ
る
絶
対
値
は

正
確
な
も
の
で
は
な
い
｡,
た
だ
そ
の
敷
地

の
大
小
関
係
と
そ
の
変
化
の
傾
向
に
注
目

さ
れ
た
い
の
で
あ
る
｡

V
t･T
=

fq
約
言
酷
掲
宗
森
野

+
捧
持

芸
醗
得
宗
薪
浮
-

∩
き
呼
fj:駈
fIfFJ醗
糟

Jt:日
揮
ff
署
fJ
罷
t
尋
わ
ー

を

求

め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の

V
I.T

は
､
第
-
期
で
は
､
対
ブ
ラ
ジ

ル
二

･
t

三
･'
対

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
三
･
八
七
で
'

と
も
に
高
か
っ
た
が
'
と
く
に
後
者
が
著

し
く
高
か
っ
た
C
そ
れ
が
第
Ⅰ
期
に
入
る

と
と
も
に
低
下
し
た
｡
だ
が
'
対
ブ
ラ
ジ

ル
は
二
･
〇

l
で
依
然
高
-
'
投
資
に
よ

る
対
日
貿
易
構
造
変
化
が
第

Ⅰ
期
に
も
継

続
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
｡
と
こ
ろ
が

対
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
V
1.T
は
〇
･
八

1

に
著
減
し
て
い
る
｣
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
対
日
資
源
輸

出
増
と
い
う
貿
易
構

造
変
動
は
}
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
も
先
だ
っ
て
'

第
-
期
に
集
中
的
に
行
わ
れ
た
｡
そ
し
て

第
Ⅰ
期
に
入
る
と

V
TIT
が

1
以
下
の
逆

貿
易
志
向
型
に
転
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
｡

(ち
な
み
に
前
稿
に
関

連
し
て
計
算
し
た
対
世
界

V
flT
は

一
･

二
二

一
で
あ
る
の
に
'
日
本
と
産
業
貿
易

構
造
が
競
合
し
て
き
た
対
韓
国

V
t.T
は

〇

･
五
七
三
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ

れ

る
)｡も
う

ー
っ
t

E
r
.T
I
.tf7艶
気
如
意

+
洋
治
島
約
億

I

f
Zg
u島
か
8
賢
E
fJj!.@古
詩
I

が
求
め
ら
れ
る
｡
第
-
期
で
は
対
ブ
ラ
ジ

ル
は
'
二
･
四
四
と
突
出
し
て
高
い
が
､

対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
〇

･
八
四
で
は
ぼ

正
常
な
値
で
あ
っ
た

(
ち
な
み
に
同
期
の

対
世
界
E
T
T
は
〇

･
八
七
で
あ
っ
た
)｡

第
Ⅰ
期
に
入

る

と
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

E
-..

は

〇
･
四
九
に
低
ま
っ
た
が
'
こ

れ
も
ほ

ほ
正
常
な
値

で
あ

る

(対
世
界

E
T
T
は
〇

･
四
九
五
)｡
と
こ
ろ
が
対
ブ

ラ
ジ
ル

E
T
T
は
〇

二

一八
に
陥
没
し
て

い
る
Q
こ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
.
前
述

の
よ
う
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
に
D
F
I

と
貿
易
の
構
造
変
動
を
完
了
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
は
'
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
と
す
る
日
本
経
済
と
世
界
経
済

の
不
況
に
基
づ
-
態
影
響
は
'
遅
れ
て
構

造
変
動
を
継
続
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
-

ら
べ
'
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
｡
逆
に
言

え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
悪
静
饗
は
著
し
い
も

の
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
｡

本
筋
で
使
用
す
る
大
蔵
省
届
出
統
計
デ

ー
タ
か
ら
は
'
次
の

｢
進
出
企
業
の
相
対

規
模
=
S
指
標
｣
が
t
D
F
I
決
定
因
の

一
つ
､
つ
ま
-
1
指
標
の
説
明
変
数
の

一

つ
と
し
て
'
求
め
ら
れ
る
｡

S

=

s
t
B

(
甑

e
tB=
柑
掛
謂

削
)

S
-A
(
&

発

詣

掛
韻

削
)

･-
･･･(2)

三

海
外
直
接
投
資
の
比
較
優
位

-

ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
-
ア

分
析
方
法

前
稿
と
同
様

に'
｢
投
資
比
較
優
位
=

Ⅰ
指
標
｣
を
次

のよ
う
に
定
義
し
よ
う
｡

lz
B
(
B
耕
o
竣
B
国

i
淋
淋

D
F
T)

I
｡
i
]t
zT
(叫
鋸

か
剛
臥
釧
郡

針
酎

I
IS
,(Aa(描

㍍

柑
恥
謂

D#
FE

-
-
(こ

こ
れ
は
日
本
の
企
業
進
出
の
産
業
別
重

要
度
'
進
出
度
な
い
し
'
関
心
度
の
対
B

国
/
A
国
の
相
対
的
差
異
を
示
す
｡
B
国

の
方
が

(
A
国
に
-
ら
べ
)
日
本
と
よ
り

補
完
的
で
あ
る
産
業
に
は
'
相
対
的
に
よ

-
沢
山
の
直
接
投
資
が
行
わ
れ
る
と
'
私

の
言
-

｢
順
貿
易
志
向
的

(昆
木
型
)
D

F
I
論
｣
か
ら
は
期
待
で
き
る
｡
Ⅰ
指
標

の
大
小
の
順
位
が
'
投
資
比
較
優
位
を
顕

現
し
て
い
る
-
の
と
受
け
と
る
｡
そ
し
て

そ
の
順
位
が
順
貿
易
志
向
的
D
F
I
の
法

則
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
'
発
見
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
で
あ
る
｡

た
と
え
ば
践
維
産
業
と
鉱
業
で
は
企
業

の
絶
対
規
模
は
異
な
-
､
ど
の
国
で
も
前

者
の
方
が
小
さ
い
の
が
普
通
で
あ
る
｡
だ

が
繊
維
産
業
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
進
出
し
た

企
業
の
規
模
の
方
が
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

よ
-
も
相
対
的
に
大
き
-
'
逆
に
鉱
業
で

は
.オ
1,t
Fq
J
:,フ
リ
ア
へ
進
出
し
た
企
業
の

規
模
の
万

が
対
ブ
ラ
ジ
ル
よ
-
も
相
対
的

に
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
起
る
｡
よ
り
大

規
模
'
よ
-
適
正
な
規
模
に
達
し
'
規
模

経
済
を
十
分
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
た

方
が
'
直
接
投
資
に
よ
る
生
産
の
競
争
力

が
強
ま
る
｡
し
た
が
っ
て
相
対
進
出
度
Ⅰ

も
大
き
-
な
る
と
期
待
で
き
る
｡
Ⅰ
指
標

の
産
業
別
ラ
ン
キ
ン
グ
と
S
指
標
の
そ
れ

と
が
'
高
い
相
関
関
数
を
示
す
な
ら
ば
'

相
対
競
争
力
つ
ま
-
投
資
比
較
優
位
に
沿

っ
て
'
し
た
が
っ
て
市
場

(価
格
)
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
沿
っ
て
､
日
本
の
対
B
t
対
A
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表 6 日本 の対 中南米 ･対大洋州直接投資
(1983年3月未現在,累棟届出状況)

1投資額構成比㈲ (3)I:潤 1件当り投資筋 (6)S:相■対進出度 (1,000ドル)

対規模(1) (2) 中/大の.(4) (5
) 中/大の中南米 大洋州 倍率 中

南米 大洋州 倍率1.運 輪 業 12.88 0.18 71.556 2,550

1,000 2.5502.繊 維 4.20 0.18 23.333

2,620 750 3.4933.電 機 3.09 0.63 4.905

2,600 1,909 1.3624.建 設 業 1.60 0.36 4

.444 2,290 923 2.4815.⊥ 般 機 械 3.34 0.89 3

.753. 2,667 1,429 1.866p6.金轡 .保 険 5.3Ⅰ 2.

52 2.107 5,109 2,742 .1.8637.化 学 5.8

9 2.94 2.003 4,652 5,500 0.846(製 造 業 計) (38.80)(29.24

) (1.327) (4,154)(3,328) (1.248)8.秩 ..非 鉄

ll.72 10.03 1.168 12,494 4,023 3.1069.その他非

工業 ll.97 ユ1.43 1.047 1,247 2,484 0.50210.食■食 料 1.74 1_69 1.030 1,604 1,357 1.182

ll.サー ビえ菓 2..68 2.67 1.004 1,881 1,169 1.609(合 計) (100.00)(100.00) (1.000) (2,583)(2,280) (1

..133)12.輸 .送 機 5.51 7.18 0.767 ll,

619 20,167 0.57613.農 :林 業 1.84 2.49 0.73

9 942 512 1.84014.漁 .水産業 0.94 1.36 0.691

1,038 ■455 2.28115._商 ■業 7.35 11.16 0.659

1,362 1,065 1.27916.木材 .パルプ '2.14 3.62 0.5

91 4,974 1,627 3.05717.その他雑工業 1.17 2.08 0.56

3 1,051 2,800 0.375■18.鉱 .莱●1
5.86 37.81. 0.419 10,478 6,813 1.53819.不 動 産 業 0

.11 0.27 0.407 833 643 1.295(支 . 店) (0.40)(0.3

0) (1.333) (.745)( bo9) (0,820)(不 動 産) (0.26)(0.21) (1.238) (

232)( 100) (2.320)(1),(2欄合計100万ドル (8,852)(3,370) (2.627.

) (3,427)(1,478) (2.319)(注) 1-19までのⅠ指標対S指標のラン ク相関 係数(R)Lは,
0
.
3 965で,

5%水準で有意｡(資料)大蔵省統計
白
財政金融統計月報
,1983.

12
.

投
資
が
な

された
と
判
断
で
き
る
の
で
あ

る
｡
こ
れ

が理論
的
期
待
で
あ
る
｡

実
証
分
析
の
結

果

-

中
南
米
対
大
洋
州

実
証
分

析の結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡

先
ず
日
本

の中南
米
対
大
洋
州
投
資
の
比

較
と
し
て

検
出
し
た
の
が
表
6
で
あ
る
｡

こ
の
表
と
次
の
表
7
は
'
-
指
標
つ
ま
り

中

南
米

(或
は
ブ
ラ
ジ
ル
)
へ
の
相
対
進

出
度
が
大
き
い
順
に

一
九
の
産
業
が
な
ら

べ
ら
れ
て
い
る
｡
最
後
の
支
店
'
不
動
産

の
二
つ
は
分
類
が
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た

項
目
で
あ
り
'
重
要
性
も
極
め
て
低
い
の

で
'
無
視
L
t
計

算
に
入
れ
な
い
こ
と
に

し
た
｡
表
6
の
注
に
示
し
た
よ
う
に
'
-
指
標

と
S
指
標
の
ラ
ン
ク
相
関
係
数
は
'
〇

･

三
九
七
で
五
%
水
準
で
有
意
で
あ
る
｡
つ

ま
-
理
論
的
期
待
を

一
応
満
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
'
相
関
係
数
が
低
す
ぎ
る
｡

ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

そ
こ
で
'
同
様
な
試
み
を
'
日
本
の
ブ

ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
投
資
の
比
較

と
い
う
形
で
や
っ
て
み
る
と
､
表
7
の
よ

う
に
な
る
｡
Ⅰ
指
標
と
S
指
標
の
ラ
ン
ク

相
関
係
数
は
'
無
修
正
で
や
っ
て
'
〇

･

七
五
二
六
で

7
%
水
準
で
有
意
だ
と
い
う
､

期
待
以
上
の
好
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
｡

表
6
と
表
7
で
基
本
的
な
相
違
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
｡
む
し
ろ
次
の
若
干
の
マ

イ
ナ
ー
な
相
違
が
表
6
の
相
関
度
を
低
め

て
い
る
.
S
表
6
で
は
運
輸
業
が
ト
ッ
プ

に
位
置
し
て
い
る
の
に
'
表
7
で
は
逆
に

ボ
ト
ム
に
来
て
い
る
｡
表
6
で
は
不
動
産

業
が
ボ
ト
ム
に
位
置
し
て
い
る
の
k
'
表

7
で
は
10
番
に
来
て
い
る
｡
し
か
し
こ

の

両
項
目
の
ウ
エ
ー
ト
は
小
さ
い
か
ら
無

視

し
て
よ
い
｡
帥
表
6
で
は
木
材
パ
ル
プ
が

16
位
な
の
に
表
7
で
は
2
位
に
上
っ
て
い

る
｡
ま
た
農
林
業
は
表
6
で
は
13
位
な
の

に
'
表
7
で
は
6
位
で
あ
る
｡
こ
の
二
項

目
は
か
な
り
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
い
か
ら
無

視
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
｡
こ
の
相

違の原田は



ボ
ト

ム
か
)
に

お
い
て
､

両
表
の
間
に
基

本
的
な
相
違
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
｡
そ

こ
で
'
相
関
度
も
高
い
か
ら
'
以
下
の
説

明
は
表
7
の
ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に

つ
い
て
試
み
る
こ

と
に
す
る
｡
ま
た

そ
の
方
が
具
体
的
情
報

の
比
較
も
や
り
易

い
の
で
あ
る
｡

そ
こ

で
先
ず
表
7
の
Ⅰ
指
標
に
注
目
し

て
､
ど

の
分
野
で
'
ブ
ラ
ジ
ル
は
投
資
比

較
優
位
が
よ
-
強
い
か

(そ
れ
は
1
位
か

ら
10
位
ま

で
)'
逆
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
よ
り
強
い
投
資
比
較
優
位
は
ど
の
分
野

に
あ
ろ
か

(そ
れ
は
19
位
か
ら
ボ
ト
ム
･

ア
ッ
プ
に
見
て
11
位
ま
で
)
を
検
討
し
て

見
よ
う
｡

川
資
源
関
連
産
業
に
お
い
て
'
ブ
ラ
ジ

ル

が強
い
投
資
比
較
優
位

(
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
比
べ
)
を
も
つ
の
は
'
2
木
材
パ

ル
プ
と
'
6
出
林
業
な
ら
び
に
9
食
料
で

あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

18
鉱
業
に
お
い
て
圧
倒
的
優
位
を
も
つ
｡

J

- 中南米･オセアニア向け海外直接投資-

表 7 日本の対ブラジル ･対オ-ス トラリア直接投資
(1983年 3FJ米現在.宗純届出状況)

投資額構成比(翰 (3)Ⅰ:相 1件当.り投資額 (6)S:
相対進出皮 ･(1,000ドル)

対規模I(1)B.プ 【2】A.オー B/Aの (4)B.7'(5)A.オ
ー B/Aのラジル ストラリア 倍率 ラジル スト

ラリア 1諾.郵1_.繊 ′維 8.69 0.21 41.381 3,5

40 750 4.7202.木材 .パルプ 5.14 0.52 9,885 8,

273 5,000 1.655早.軍 織 5.93 0.72 8.236

3,281 2,100 1.5634.- 般 機 械 7.53 1.04 7.2

40 3,034 1,429 2.1235.建 設 業 1.52 0.21

7.238 1,500 1,500 1.0006.農 . 林 業 3.38 0.

72 4.694 1,579 259 ■6.0977..金 融■.保 険 9.3

9 2.94 3.194 7,400 3,148 2.3518.秩 .1非 鉄 2

3.81 7.80 3.053 16,880 7,500 2.251(製 造 業 計) (64.19)(25.92) (2.476) (4,843)(5,298) (0.914)

9.食 料 ノ3.02 1.45 2.083 2,019 1,750 1.

15410.不 動 産 業 0.28 0.20 1.400 833 500 1.666(合 計) (100.00)(100.00) (1.0伽) (2,918)(2,965) (0.9

84)ll.その他姓工業 2.11 2.42 0.872 1,389

3,500 0,39712.化 学 2.71 3.40 0.797 2,286 6

,125 0.37313.サー ビス業 ■1,26 1.76 0.716 1,0

98 1,457 0.75414.輸 送 .機 5.25 8.36 0.628

1,860 26,778 0.06915.商 業 7.61 12.21 0.623

1,452 1,239 1.17216.その他非工業 6.60 12.

55 0.526 1,013 3,232 0.31317.漁,.水産 業 0.25 0..69 0.362 563 513 1.0

9718.鉱 業 5.10 42.29 0~.121 1,

528 6,810 0.22419.運 輸 業 ●U.Ju A - 6,000 A(支 店

) (o ) (0.ll)(A )( o)( 429) (A )(不 動 産) (0,42)(0.20)(2.100)

( 326)( 120) (2,717)(1日2腕合計100万ドル -(3,545)(2,882)(1,

230) (1,215)(972) (1,250)(注)1-19までのⅠ指標対S指標の ランク相関係数(R)は,0.7526で,
1%水準で有意｡(資料)

･
大蔵省統計
｡
財政金融統 計月軌1983

.
12
.

17
漁
水

産
業
も
そ
う
だ
が
ウ
エ
ー
ト
が
小

さ
い
の
で
問
題
外
と
し
て
よ
い
｡
こ
れ
ら

は
日
本
対
ブ
ラ
ジ
ル
'
日
本
対
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
各
貿
易
比
較
優
位
を
補
完
す
る

形
の
相
対
進
出
度
で
あ
-
'
理
論
的
期

待

に
沿
う
も
の
で
あ
る
｡

脚
製
造
工
業
分
野
で
は
'
ブ
ラ
ジ
ル
が

強
い
投
資
比
較
優
位
を
も
つ
の
は
'
2
繊

維
T
3
電
機
'
4

一
般
機
械
へ
8
鉄
非
鉄

の
五
つ
で
あ
り
'
理
論
的
期
待
と
合
致
す

る
｡
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
14
輸
送
機
が

強
い
が
'
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
'
逆
貿

易
志
向
型
で

｢
D
F
I
ダ
ン
ピ
ン
グ
｣
の

性
格
が
強
い
｡
12
化
学
と
11
そ
の
他
雑
工

業
は
､
ブ
ラ
ジ
ル
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

間
に
投
資
比
較
優
位
の
大
差
は

な
い
と
見

て
よ
い
｡

糾
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
'
ウ
エ
ー
ト
が

両

国に
と
っ
て
小
さ
い
の
で
無
視
で
き
る

も
の
と
し
て
'
5
建
設
業
'
10
不
動
産
業
'

13
サ
ー
ビ
ス
業
'
19
運
輸
業
が
あ
げ
ら
れ

る
｡
残
-
の
中
で
'
ブ
ラ
ジ
ル
が
強
い
投

資
比
較
優
位
を
も
つ
の
は
'
7
金
融
保
険

で
あ
り
､
逆
に
オ
ー
ス
､ト
ラ
リ

アがそう



糾
せ
産
業
平
均
で
み
る
と
'
企
業
規
模

は
ブ
ラ
ジ
ル
と
オ
｢
ス
ー
ラ
リ
ア
で

一
対

一
の
関
係
に
あ
る
｡
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

｢
見
え
ざ
る
手
｣
に
よ
る
直
接
投
資
配
分

の
成
果
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
注
目
す

べ
き
結
果
で
あ
る
｡

糾
製
造
業
全
体
の
Ⅰ
指
標
は
二
･
四
八

で
対
ブ
ラ
ジ
ル
投
資
の
方
が
進
出
度
が
相

対
的
に
大
き
い
｡
だ
が
こ
れ
に
対
応
す
る

S
指
標
は
〇

･
九

一
で
あ
-
'
対
ブ
ラ
ジ

ル
進
出
企
業
の
方
が
僅
か
に
小
規
模
で
あ

る
こ
と
を
示
す
｡
逆
に
言
う
と
非
製
造
業

(
一
次
産
業
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
)
で
は
'

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
投
資
の
方
が
投
資
比
較

優
位
が
強
く
'
企
業
規
模
は
返
っ
て
僅
か

に
小
さ
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
｡

弼
Ⅰ
指
標
で
の
順
位
と
S
指
標
で
の
順

位

が
四以
.上
相
違
す
る
産
業
が

1
0
項
目

あ
る
｡
こ
れ
ら
が
ラ
ン
ク
相
関
係
数
を
低

め
て
い
る
問
題
の
あ
る
産
業
で
あ
る
｡
そ

の
う
ち
三
産
業

(
12
建
設
業
'
10
不
動
産

業
'
17
漁
水
産
業
)
は
両
国
に
と
っ
て
ウ

エ
ー
ト
が
低
い
の
で
問
題
に
し
な
い
で
よ

か
ろ
う
｡
残
り
の
う
ち
三
産
業

(2
木
材

パ
ル
プ
'
3
問
機
'
14
輸
送
機
)
は
'
-

指
標
に
対
応
す
る
よ
り
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
の
進
出
企
業
の
相
対
規
模
が
大
き
い

も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
四
産
業

(
6
戊

林
業
'
7
金
融
保
険
'
8
鉄
非
鉄
'
15
商

莱
)
が
逆
に
'
-
指
標
に
対
応
す
る
よ
-

も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
進
出
企
業
の
相

対
規
模
が
小
さ
い
分
野
で
あ
る
｡
こ
れ
ら

七
業
種
は
既
に
指
摘
し
た
ど
ち
ら
か

の
国

へ
の
投
資
比
較
優
位
が
強
い
産
業
で
も
あ

り

(七
業
種
の
列
に
重
要
度
の
高
い
も
の

は
繊
維
'

1
般
機
械
'
鉱
業
の
三

つ
)
'

次
節
の
よ
う
に
'
も
つ
と
多
く
の
情
報
を

得
て
'
再
検
討
を
や
っ
て
み
る
必
要
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
｡

-




